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■畜産現場での問題点改善■ あらゆる疫病に効果的









Point

次亜塩素酸水 ～テリオス～



項 目
次亜塩素酸
ナトリウム水

次亜塩素酸水

イオン交換法 電気分解法 二液混合法

ｐＨ 8.5-10.5 5.5-6.5 4.0-7.0 6.5前後

安全性 ★ ★★★★★ ★★★ ★★

除菌力 ★ ★★★★★ ★★★ ★★★★★

消臭力
★

（強い塩素臭あり）
★★★★★ ★★★ ★★★

使用期限 ★ ★★★★★ ★★ ★★★

製造可能な塩素濃度 資料無し 5ppm-1,000ppm 10-100ppm 50-400ppm

空間噴霧 不 適 最 適
不 適

（Na成分汚染の恐れ）
不 適

（塩分汚染の恐れ）

漂白作用 ★ ★★★★★ ★★★ ★★★

金属腐食発生率 ★ ★★★★★ ★★★ ★★★

生成時の副産物 無し 極めて少ない Naclを生成 CL-を生成

主な商品名

キッチンハイター Terios3/6 ピｭアスター
（森永乳業）

フリーキラ
（フリーキラ製薬）

ミルトン（杏林製薬）
シーエルファイン
（ニプロ） モーリス（森友通商）

次亜塩素酸ナトリウム水／他製法との比較APPENDIX #1



水質検査結果

イオン交換法次亜塩素酸水の水質調査

※有効塩素濃度：80ppm

当社装置（イオジア）で生成した
イオン交換法次亜塩素酸水は
飲料水の水質検査基準５１項目
すべてを満たしています。

※厚生労働省認定：㈱総合環境分析にて水質検査実施
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SARS-CoV-2に対する効果

新型ヒトコロナウイルス試験

25ppmのHOCL水（イオン交換法）
がSARS-CoV-2の97.2%を不活化，
50ppmではほぼ100％不活化する
ことができた

**宮崎大学農学部獣医病理学により実施**
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イオン交換法はイオン交換樹脂を用いて次亜塩素酸水を効率的に製造する方法である。

反応を模式的に示すと図１のようになる。

図１ イオン交換反応による次亜塩素酸の生成

図２ カラム法による次亜水の製造

ナトリウムイオン（Na＋）は樹脂に取り込まれ、代わりに水素イオン（H+）が樹脂から放出される。
放出された水素イオンは次亜塩素酸イオンと結合しやすく、ほとんどが次亜塩素酸分子となる。
このようにしてNa＋が除去され高純度の次亜塩素酸水になる。
一方、電気分解法や二液混合法では、Na＋が除去されず食塩（NaCl）などとしてそのまま残ることになる。

実際の製造では、樹脂を詰めたカラム中に次亜塩素酸ナトリウム溶液を流して次亜水を製造する。
模式的に図２に示す。
イオン交換法で製造した次亜塩素酸水は、食塩などの塩類が含まれず純度が高いことに特長がある。

塩類は金属の腐食を引き起こす恐れがあり、また、塗布面や噴霧面にそのまま残り蓄積する課題がある。
塩類フリーにすることで腐食の抑制、繰り返し噴霧・塗布による塩の蓄積抑制という点で他の製法に比べ大きな
メリットがあると期待されている。

APPENDIX #3 国立大学法人 福島大学との共同研究①



【安定性の実測】

テリオスは、室温でも有効塩素濃度の低下速度が極めて
低く、90日保管後でも5％以下の分解率となっている。
さらに、低温保管することで、安定性は高まっている。
一方、別法で製造した微酸性次亜水では、3か月後の分解
率は室温で15%でありテリオスに比べ3倍以上の分解率と
なっている。
さらに、中性では、3か月後には33%まで分解が進む。
溶液化学的な解析から、中性次亜水では次亜塩素酸イオ
ンの割合が増え、それが次亜塩素酸よりも分解しやすい
ため全体の分解速度が高くなったことが明らかになった。
経時変化の結果は、テリオスは、別法に比べ高い安定

性を有すること示している。

【長期安定性の予測】

分解反応の速度解析から速度定数を導き、その速度定数からテリ
オスの長期的な安定性を予測した。
前者は一般的にみられる自己分解反応であり、後者は次亜塩素酸、
次亜塩素酸イオンが関係する分解反応でみられている。
反応速度解析から、次亜塩素酸の分解が3次反応モデルで表される
ことを見出した。
上図は3次反応モデルでの800日保管したときの相対次亜塩素酸濃度
の経時変化について計算結果と実験結果とを示したものである。
別法で製造した中性水では２年後には有効塩素濃度が原液の40%以
下まで下がってしまう。一方、微酸性水は安定性が高く、２年後で
も50%程度残っている。イオン交換法で製造した微酸性次亜塩素酸
水はさらに高い安定性を示し2年後の次亜塩素酸残存率は70%程度と
なる。
テリオスを長期間保管しても高い品質を保持することが期待できる
結果となった。

テリオス：当社製造イオン交換法次亜塩素酸水（200ppm）
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東京大学との共同研究を開始

【研究目的】

次亜塩素酸の殺菌・消毒・消臭効果を明らかにする。

【研究内容】

次亜塩素酸の実用可能性を明らかにするために、細菌とウイルスへの殺菌・消毒効果などを検証する。

また、次亜塩素酸の現場での殺菌・消毒・消臭効果を検討して、その有用性を明らかにする。

さらに最新のAI技術を用いた自動殺菌・消毒機械（ロボット）を用いてその効果を検証する。

【期間】

５年間（２０２１年１０月～２０２６年９月）

【研究項目】

■次亜塩素酸による細菌の不活性化の検証

■次亜塩素酸によるウイルスの不活性化の検証

■次亜塩素酸による消臭効果の検証

■フィールドワークによる殺菌・消毒・消臭効果の検証

■ロボットを用いた自動殺菌・消毒の検証

APPENDIX #5
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